
 

POEM～季
節の風

小 さ な 背 金 太 郎 

きゃしゃで けっこう丸まった 小さな背 

けいこはこの背に 何百回何千回 背負われたのだろう？ 

けいこだけでなく 妹たちや けいこの姪も 

 

その小さな背は 今もなお動く 

シンクで悩みながら料理して かがめなくなった体をかがませ 

けいこの食べこぼしを掃く 

常に幸せオーラを放ち出し♡ 

 

時にその背が震える「あんたなんか」 

信じてくれているからそう言う 

けいこ寂しがり屋だけれど負けないから 見ててね 

長期戦だぞ 覚悟しろ 

だって ずっと見ててほしいから♡ 

 

冒険学校のみなさま、こんにちは。 

長い間～季節の風～をお読み頂き、ありがとうございました。 

会に出ず会報で爆弾めいたことばかり書いてしまい、驚かれた方が多いのでは 

ないでしょうか。 

私は宮下さんと同年代の澤佐景子といいます。重度の脳性マヒで電動車いす

で、都心生まれの都心育ちなため、なかなか参加できませんでした。 

これからも宮下さんとはつながって行きますので、どこかでお会いできること

を楽しみにしていますね(^^)             澤佐 景子 

 


